
新たな護衛艦の機能

護衛艦部隊の体制

護衛艦 ※ Ｈ２５末隻数：４７隻

（２２大綱：４８隻（１２個護衛隊）→２５大綱：５４隻（１４個護衛隊））
○ 新たな護衛艦（多任務対応・船体コンパクト化）の導入による増勢

⇒取り外し可能な装備の搭載により、機雷掃海や対潜戦に対応
○ イージス・システム搭載護衛艦の２隻増勢による８隻体制の確立
○ 汎用護衛艦（DD）の継続整備

新たな護衛艦

新たな体制

○ 常続監視や対潜戦等の各種作戦の効果的な遂行により、周辺海域を防衛し、海上交通の安全を確保し得るよう、各種
事業を推進し、海上優勢を確実に獲得・維持

輸送艦「おおすみ」

Ｐ－１ ＳH－６０Ｋ 無人航走体等による機雷掃海

曳航ソーナー等による対潜戦
＝即応艦

【DD、DEのみからなる護衛隊】

４隻×８個隊（２個隊×４個群）＝３２隻

各自衛隊の体制 ー 海上自衛隊①
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その他

哨戒機部隊の体制

潜水艦部隊の体制

哨戒機
○ Ｐ－１の継続整備による固定翼哨戒機（Ｐ－１／３Ｃ）

の体制維持（６５機）
○ 哨戒ヘリコプター（ＳＨ－６０Ｋ／Ｊ）の増勢

（２２大綱：７２機→２５大綱：８０機）

その他主要事業
○ 輸送艦の改修（水陸両用車やティル

ト・ローター機も運用）
○ 水陸両用作戦等における指揮統制

・大規模輸送・航空運用能力を兼ね備
えた多機能艦艇の在り方についての検討

○ 新たな護衛艦への対機雷戦機能付与
○ 既存の艦艇（護衛艦等）及び航空機（Ｐ－３Ｃ・ＳＨ－６０Ｊ）

の延命

潜水艦 ※ Ｈ２５末隻数：１６隻

（２２大綱：２２隻→２５大綱：２２隻）
○ 建造及び延命の組み合わせによる増勢の継続

輸送艦「おおすみ」

Ｐ－１ ＳH－６０Ｋ

曳航ソーナー等による対潜戦

護衛艦・潜水艦・航空機部隊等の司令部所在地等

※ 赤字は今後新設予定

各自衛隊の体制 ー 海上自衛隊②
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航空警戒管制部隊

警戒管制部隊 ： ８個警戒群
： ２０個警戒隊

警戒航空部隊 ： ２個飛行隊

警戒管制部隊 ： ２８個警戒隊

警戒航空部隊 ： ３個飛行隊

○ 警戒管制業務の防空指令所(ＤＣ)への集約化等により、警戒群を段階的
に警戒隊に移行

○ 警戒航空部隊に１個飛行隊を新編

Ｈ２５年度末 ２５年大綱

新早期警戒(管制)機の整備

固定式警戒管制レーダーの整備
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【近空】

【遠空】

根室

網走

稚内

当別

奥尻島

襟裳

大湊

山田

加茂

佐渡

輪島

経ヶ岬

高尾山

福江島

背振山

下甑島

高畑山

串本

笠取山
峯岡山

御前崎

大滝根山

海栗島

見島

三沢

浜松

3

2

4

204

2

4

2

2
4

20

4

22

20

3

3
3

3

3

3

(Ｈ２８年度換装完了予定)

Ｅ-２Ｃ

Ｅ-７６７

沖永良部島

与座岳

久米島

宮古島

那覇

2

4

20
(Ｈ２７年度換装完了予定)

(Ｈ２９年度換装完了予定)

5

5

55

Ｅ-２Ｃ部隊の２個飛行隊化

(Ｈ２６年度予算案計上)

ＦＰＳ-７

7

7

7

7

各自衛隊の体制 ー 航空自衛隊①




